大衆の中で大衆に学ぶ ―母校・東亜同文書院を回顧する― by 宮田 一郎
2015年2月～2016年1月　寄贈資料目録
㻺㼛 日付 内容 差出人 受取人 寄贈者氏名 寄贈年月日
㻟㻢 36－97 林毅陸書「一誠以貫百行」 有森茂生氏 2015年2月21日
36－98 1900年10月 国民同盟会勧請状 近衞篤麿 奈良茂 同上 2015年2月24日
36－99 絵はがき「(豊橋名勝）豊橋駅及吉田駅」 同上 2015年5月
36－100 絵はがき「豊橋名所　第十五師団司令部」 同上 同上















36－105 1896年4月 岸田吟香書「朝爽閣」 同上 同上
36－106 1896年4月 岸田吟香書「甲武信書屋」 同上 同上


















㻢㻣 㻢㻣㻙㻝 1928年 小岩井浄推薦大演説会のチラシ写真（絵はがき
状に施されたもの)
可児光治氏 2015年9月30日
㻢㻤 㻢㻤㻙㻝㻌㻌 1918年7月 『卒業紀念写真帖』東亜同文書院第15期生 日暮英明氏 2015年11月10日
追登録









東亜同文書院大学第 41 期、元ＮＨＫ中国語講師㻌 宮田 一郎 
（2014 年 10 月 26 日㻌 広島県立美術館） 
㻌
ただ今ご紹介たまわりました、宮田一郎でございます。ご紹介にございましたように、
私は東亜同文書院大学 41 期生でございます。昭和 15 年、西暦では 1940 年でございます
が、その 4 月入学いたしまして、昭和 19 年 9 月、戦時繰り上げ卒業とあいなりました者
でございます。繰り上げがちょうど半年という計算になりますけれども、実はその前年の
昭和 18 年 12 月 1 日、いわゆる学徒出陣によりまして、戦場に召されておりまして、実際























































































































































































































































と う ぞ う
公使が助け船を出されて何とか折衝できた、と聞いたことがございます。
この清水董三公使というのは、「北の林出
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いう軍の 1 師団が 1 つの拠点を作ったことに対し
て、戦前の豊橋がどのように町づくりを行なった
のか、現在もそこから学ぶべき点がないかどうか、
というようなことを少しお話させていただきます。
特に軍隊というきわめて内容の特定された組織で
あるということもありますけれど、今申しました
ように大きな工場が来たのとある意味では非常に
よく似ています。そういう中で、どのように豊橋
が対応したのかというようなことを中心に話をい
たします。今日は時間限定で 60 分ということで
す。私はすぐ雑談に入ってしまうので、なるべく
雑談は避けながら筋を追わせていただきます。
せっかくですので我々が出版しました『愛知大学
公館 100 年物語』という本も内容に沿って簡潔に
お話をします（図 1）。 
 
 
図１㻌 『愛知大学公館㻝㻜㻜年物語』（愛知大学東亜
同文書院大学記念センター編、㻞㻜㻝㻡年㻟月、ある
む刊）㻌
206
